
JP 4709735 B2 2011.6.22

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）エリスリトール、（Ｂ）アルギン酸ナトリウム並びに（Ｃ）リジン、アルギニン
及びヒスチジンから選ばれる塩基性アミノ酸を有効成分とする歯周病原因口腔細菌の共凝
集抑制剤。
【請求項２】
　エリスリトール対アルギン酸ナトリウムの配合比が５０：１～２５０：１である請求項
１に記載の共凝集抑制剤。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の共凝集抑制剤を含む口腔用組成物。
【請求項４】
　請求項１又は２に記載の共凝集抑制剤を含むキャンディー。
【請求項５】
　請求項１又は２に記載の共凝集抑制剤を含むチューインガム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、歯垢の形成に関係する口腔細菌の共凝集を抑制し、虫歯や歯周病の予防効果
に優れる口腔細菌の共凝集抑制剤、口腔用組成物等に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　歯垢は、歯の表面に付着したネバネバした細菌の塊である。この歯垢の形成は、歯牙表
面における唾液成分よりなるペリクル（獲得被膜）の形成により始まる。ペリクルは、歯
牙表面に形成された不定形の膜様の構造物であり、糖タンパク質、ポリペプタイド等の唾
液成分が歯牙表面に選択的に吸着されたものであるとされている。次に、ペリクル表面に
アクチノマイセス・ビスコーサス（Actinomyces viscosus）等の細菌が付着し、さらに、
この付着細菌を介して、様々な細菌の付着が起こり、これらの細菌が繁殖して歯垢が形成
される。
【０００３】
　これら細菌と細菌との間の付着が共凝集というものであり、この共凝集によって、ペリ
クルと強い結合力を持たない細菌でも、歯垢中への定着が可能になるとされている。例え
ば、虫歯や歯周病の原因とされるstreptococcus mutansやporphyromonas gingivalisは、
直接的にペリクルと結合力を持たないが、この共凝集によって歯垢へ定着し、虫歯や歯周
病を誘発する原因の一つになるとされている。
【０００４】
　このように形成された歯垢は、歯と歯の間や歯と歯肉の境目で厚くなり沈積する。歯垢
中には、細菌によって産生された酸や毒素、組織を破壊する酵素等が存在するため、虫歯
や歯肉炎、歯周炎等の主な原因の一つになる。従って、歯垢の形成を抑制すること、すで
に形成されてしまった歯垢を完全に取り除くことは、虫歯の予防・治療、歯周疾患の予防
・治療において非常に有効な手段である。
【０００５】
　このような歯垢の形成を抑制する手段として、殺菌剤が広く利用されてきた。しかし、
この殺菌剤を口腔内に適用する場合、口腔細菌の殺菌効果だけでなく口腔粘膜への影響も
考慮する必要があるため、その配合濃度は低くせざるを得ない。このような配合濃度は、
歯垢の形成を抑制するための効果が決して十分とはいえなかった。
【０００６】
　また、形成されてしまった歯垢を、研磨剤を含む歯磨きでブラッシングする方法も広く
利用されているが、ブラッシングだけで歯垢を完全に取り除くことは難しく、磨き残して
しまった歯垢が、虫歯や歯肉炎、歯周炎を引き起こす原因となってしまう。したがって、
従来の手段を用いて歯垢の除去をするだけでは、虫歯や歯周病の予防効果は未だ不十分と
いえる。
【０００７】
　一方、エリスリトールは、主に食品の甘味料に使用される糖アルコールの１種である。
特許文献１には、エリスリトールの抗う触性、すなわち、通常存在するう触性の甘味剤の
一部をエリスリトールで置換することによって、通常のう触性の甘味剤が存在するにもか
かわらず、過剰な酸の生成を伴わないことが開示されている。これは、エリスリトールが
、口中のバクテリア、特に連鎖球菌によっては発酵されず、つまり、細菌自身がエリスリ
トールを代謝することができないため、虫歯の原因である乳酸を生成せず、また、歯垢を
形成する水不溶性グルカンを生成しないという性質によるものである。
【０００８】
　虫歯や歯周病の原因となる病原細菌の歯垢への定着、繁殖を防ぐためには、細菌と細菌
の共凝集を抑制することが有効である。特許文献２には、アミノ糖を抗歯垢剤として含む
口腔衛生組成物が開示され、Ｎ－ヘプチルガラクトシルアミン、Ｎ－ヘプチルラクトシル
アミン、Ｎ－デシルラクトシルアミン等のアミノ糖が細菌凝集の阻害活性を示すことが開
示されている。しかしながら、これらアミノ糖は、組成物中での保存安定性が悪く、また
、コストも高いという問題があった。
【特許文献１】特開平１０－３３１３８号
【特許文献２】特開平６－２４９４８号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００９】
　本発明の目的は、口腔細菌の共凝集を抑制して、虫歯や歯周病の原因である歯垢の形成
を抑え、虫歯や歯周病の予防効果に優れた口腔細菌の共凝集抑制剤を提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、エリスリトールを含む口腔細菌の共凝集抑制剤である。本発明に係る口腔細
菌の共凝集抑制剤を口腔に適用することによって、口腔細菌の共凝集を効果的に抑制する
ことが可能である。
【００１１】
　口腔細菌の共凝集には、菌種に固有の特異的なアドヘジン、及び結合レセプターが関与
しており、特定の菌種間でのみ共凝集が起こるとされている。エリスリトールが口腔細菌
の共凝集を効果的に抑えるメカニズムは未だ明快ではないが、細菌と細菌の共凝集を起こ
す前に、エリスリトールが細菌と細菌の共凝集を引き起こすレセプターに作用することに
より、細菌の共凝集を阻止することを可能にしたためであると推定している。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明に係るエリスリトールを含む口腔細菌共凝集抑制剤を口腔に適用することによっ
て、口内細菌の共凝集が抑制され、歯垢の形成を効果的に抑制することが可能である。歯
垢の形成の抑制により、虫歯、歯周病の予防を図ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　ここで、エリスリトールの構造としては、Ｌ－エリスリトール、Ｄ－エリスリトール、
ｍｅｓｏ－エリスリトールの３種の異性体が存在するが、本発明はこれらいずれの構造の
ものであってもよい。本発明において使用されるエリスリトールとしては、ブドウ糖を発
酵させて製造したものが主として用いられ、日研化学（株）、三菱化学フーズ（株）社製
等のものが使用できる。
【００１４】
　エリスリトールの配合量は、十分な口腔細菌の共凝集抑制効果および保存安定性の観点
から、０．１～８０質量％、好ましくは、１～６０質量％であり、特に１０～５０質量％
であることが好ましい。
【００１５】
　本発明の口腔用組成物には、前記成分の他、例えば発泡剤、発泡助剤、研磨剤、湿潤剤
、粘結剤、増量剤、甘味剤、保存料、殺菌剤、薬効成分、粘着剤、顔料、色素、香料等を
適宜含有させることができる。
　本発明の口腔用組成物等は、例えば溶液状、ゲル状、ペースト状といった剤形に調製さ
れることができる。また、本発明に係る共凝集抑制剤は、歯磨き剤、液体歯磨き剤、洗口
液等の口腔用組成物に用いることができ、或いは、キャンディーやチューインガムに用い
ることもできる。
【００１６】
　また、エリスリトールを含む本発明品に、さらにアミノ酸を併用することで、口腔細菌
の共凝集抑制効果を高めることができる。これは、エリスリトールと同様に、細菌と細菌
の共凝集を起こす前に、エリスリトールが細菌と細菌の共凝集を引き起こすレセプターに
作用することにより、細菌の共凝集を阻止することを可能にしたためであると推定してい
る。
【００１７】
　ここでのアミノ酸は、リジン、アルギニン、ヒスチジン、トリプトファン、プロリン、
オキシプロリン等の塩基性アミノ酸が好ましく、コストや保存安定性の観点から、リジン
、アルギニンがより好ましい。
【００１８】
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　アミノ酸の配合量は、十分な口腔細菌の共凝集抑制効果および保存安定性の観点から、
０．０１～１０質量％、好ましくは、０．０５～５質量％であり、特に０．１～２質量％
であることが好ましい。
【００１９】
　また、エリスリトール、又はエリスリトール及びアミノ酸を含む本発明品に、さらにア
ルギン酸ナトリウムを併用することで、エリスリトールの口腔への残留性を高めることが
できる。これは、アルギン酸ナトリウムがカルシウムイオンと反応してゲルを生成する性
質によるものと推定している。生成したアルギン酸カルシウムゲル内に、エリスリトール
が取り込まれやすくなり、さらに、このゲルが歯や粘膜へ吸着することによって、口腔へ
の残留性が高まるものであり、また、この時、カルシウムイオンは主にだ液中から供給さ
れるものと推定している。
【００２０】
　この場合、エリスリトールとアルギン酸ナトリウムの配合比（質量比）は５０：１～２
５０：１、特に、１００：１～２００：１であることが好ましい。
　ここでのアルギン酸ナトリウムは、アルギン酸を構成するマニュロン酸とグルロン酸の
比率に影響を受けないが、（株）キミカ、大日本製薬社製等から市販され、容易に入手可
能な分子内マニュロン酸／グルロン酸（Ｍ／Ｇ比）が０．５～２．５のものが使用可能で
ある。
【実施例】
【００２１】
　以下、実験例及び実施例を示し、本発明をより具体的に説明するが、これらのものは本
発明の範囲を限定するものではない。
【００２２】
＜実施例Ａ＞口腔細菌の共凝集抑制効果
　ポルフィロモナス・ジンジバリス（porphyromonas gingivalis） 、アクチノマイセス
・ビスコサス（Actinomices viscoccus）、フゾバクテリウム・ヌクレタム（Fusobacteri
um nucleatum）の３種の口腔内細菌（各約１０6個ずつ）を試験管に加え、生理食塩水を
２０ｍｌ加えて細菌を十分に分散した。さらに、前記細菌が十分に分散させた試験管にそ
れぞれグリセリン、エリスリトール、キシリトール、ソルビトールを加え、水溶液の濃度
が１．０質量％となるように調製した。この水溶液を４℃で静置し、３０分間放置後の溶
液の沈殿の有無について目視観察した。結果を表１に示した。
【００２３】
【表１】

【００２４】
＜判断基準＞
　　全く白色の沈殿物を認めない　　：　○
　　わずかに白色の沈殿物を認める　：　△
　　明かな白色の沈殿物を認める　　：　×
【００２５】
＜実施例Ｂ＞エリスリトールの口腔における残留性
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　人から採取しただ液の中に、ハイドロキシアパタイトペレット（旭光学社製、１０ｍｍ
×１０ｍｍ、以下ＨＡＰという。）を加え、３７℃で１時間撹拌し、だ液コートＨＡＰを
調製した。表２に示した試験溶液Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ、Ｇ、Ｈに、このだ液コートＨ
ＡＰを浸漬して２分間撹拌した後、だ液コートＨＡＰを取り出した。ここに、アセトニト
リル／水（８０／２０）の混合溶液２ｍｌを加え、十分撹拌した後、０．４５μｍのミリ
ポアフィルターでろ過した。ろ液は下記の条件で液体クロマトグラフ分析し、エリスリト
ールを定量した。結果を表３に示した。
【００２６】
【表２】

【００２７】
【表３】

【００２８】
＜条件＞
　　分析カラム　：東ソー社製TSK-GEL Amido-80（4.6mm×250mm）
　　溶離液　　　：アセトニトリル／水（８０／２０）
　　流速　　　　：１ｍＬ／分
　　カラム温度　：４０℃
　　検出器　　　：示差屈折計
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　　注入量　　　：２０μＬ
【００２９】
＜実施例Ｃ＞歯垢の形成抑制効果
　歯科衛生士による歯科清掃により、被験者１０名の歯垢を完全に取り除いた、後、被験
者は後述の実施例において示された組成物を各々２週間ずつ使用した。その後、２４時間
実施例において示された組成物の使用を中止し、２４時間後、歯科衛生士がSilness and 
LoeのＰＩ（Plaque Index）を用いて、歯垢の形成量を測定した。結果を表４に示した。
ただし、結果は被験者１０名の平均値で示した。また、実施例において示された組成物は
、以下の方法で使用した。
【００３０】
＜使用方法＞
１．練り歯磨き、液状歯磨き：歯磨き約１ｇをハブラシに付けて、約２分間ブラッシング
し、１日３回使用した。
２．洗口液：洗口液約１０ｍｌを口に含み、約３０秒間含嗽した。毎食後、さらに、食間
に使用し、１日６回使用した。
３．キャンディー：キャンディー約５ｇを口に含み、噛まずになめた。毎食後、さらに、
食間に使用し、１日６回使用した。
４．チューインガム：チューインガム約３ｇを口に含み、約１０分間かんだ。毎食後、さ
らに、食間に使用し、１日６回使用した。
【００３１】
＜判断基準＞
　　　ＰＩ＝０～２０％未満　　：　◎（高い抑制効果を認める）
　　　ＰＩ＝２０～４０％未満　：　○（抑制効果を認める）
　　　ＰＩ＝４０～６０％未満　：　△（わずかに抑制効果を認める）
　　　ＰＩ＝６０％以上　　　　：　×（抑制効果を認めない）
【００３２】
　表１に示したとおり、グリセリン、キシリトール、ソルビトールを加えた試験管には、
明らかな白い沈殿が認められ、エリスリトールを加えた試験管にのみ沈殿がまったく生じ
ず、透明であった。これは、エリスリトールによって、ポルフィロモナス・ジンジバリス
（porphyromonas gingivalis）、アクチノマイセス・ビスコサス（Actinomices viscoccu
s）、フゾバクテリウム・ヌクレタム（Fusobacterium nucleatum）の３種の口腔細菌に対
する共凝集が抑制されたことを意味するものであり、すなわち、エリスリトールによる口
腔細菌の共凝集抑制効果が認められた。
【００３３】
　表３の結果から、アルギン酸ナトリウムを添加した試験溶液Ｄ、Ｅ、Ｆ、Ｇ、Ｈにおい
て、エリスリトールの残留性が向上することを認めた。また、アルギン酸ナトリウムとエ
リスリトールの配合比（質量比）が５０：１～２５０：１に調製された試験溶液Ｄ、Ｅ、
Ｇでは、エリスリトールの残留性がさらに向上し、特に、アルギン酸ナトリウムとエリス
リトールの配合比（質量比）が１００：１～２００：１に調製された試験溶液Ｄでは、最
も高いエリスリトールの残留性を認めた。
【００３４】
［比較例１］練り歯磨き
　　　ソルビット液　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０
　　　グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５
　　　プロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　５
　　　カルボキシメチルセルロースナトリウム　　　　　　　１
　　　アルギニン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
　　　増粘性シリカ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８
　　　サッカリンナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　０．１
　　　ラウリル硫酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　１．４
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　　　研磨性シリカ　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５
　　　フッ化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２１
　　　香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
　　　精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バランス  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００質量％
【００３５】
［比較例２］練り歯磨き
　　　ソルビット液　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０
　　　グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５
　　　プロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　５
　　　アルギン酸ナトリウム（Ｍ／Ｇ比１．３）　　　　　　０．８
　　　増粘性シリカ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６
　　　サッカリンナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　０．１
　　　ラウリル硫酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　１．４
　　　研磨性シリカ　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５
　　　フッ化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２１
　　　香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
　　　精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バランス  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００質量％
【００３６】
［比較例３］練り歯磨き
　　　ソルビット液　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０
　　　グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５
　　　プロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　５
　　　カルボキシメチルセルロースナトリウム　　　　　　　１
　　　増粘性シリカ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６
　　　サッカリンナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　０．１
　　　ラウリル硫酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　１．４
　　　研磨性シリカ　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５
　　　フッ化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２１
　　　香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
　　　精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バランス  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００質量％
【００３７】
［比較例４］練り歯磨き
　　　ソルビット液　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０
　　　キシリトール　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０
　　　プロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　５
　　　カラギーナン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
　　　増粘性シリカ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６
　　　サッカリンナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　０．１
　　　ラウリル硫酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　１．２
　　　リン酸水素カルシウム　　　　　　　　　　　　　　１５
　　　モノフルオロリン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　０．７
　　　香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
　　　精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バランス  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００質量％
【００３８】
［比較例５］液状歯磨き
　　　グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０
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　　　キシリトール　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５
　　　プロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　５
　　　カルボキシメチルセルロースナトリム　　　　　　　　０．８
　　　増粘性シリカ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
　　　サッカリンナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　０．１５
　　　ラウリル硫酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　１．２
　　　水酸化アルミニウム　　　　　　　　　　　　　　　２０
　　　モノフルオロリン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　０．７
　　　β－グリチルレチン酸　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
　　　香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．９
　　　精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バランス  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００質量％
【００３９】
［比較例６］洗口液
　　　ソルビット液　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０
　　　サッカリンナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　０．０２
　　　変性エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　１０
　　　ポリオキシエチレン（６０）硬化ヒマシ油　　　　　　１
　　　香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
　　　精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バランス  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００質量％
【００４０】
［比較例７］キャンディー
　　　水飴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０
　　　ソルビトール　　　　　　　　　　　　　　　　　　２５
　　　アスパルテーム　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
　　　香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．８
　　　還元マルチトール　　　　　　　　　　　　　　　　バランス  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００質量％
【００４１】
［比較例８］チューインガム
　　　ガムベース　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０
　　　ブドウ糖　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０
　　　ソルビトール　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０
　　　キシリトール　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０
　　　香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
　　　水飴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バランス  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００質量％
【００４２】
［実施例１］練り歯磨き
　　　ソルビット液　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０
　　　ポリエチレングリコール６００　　　　　　　　　　　５
　　　エリスリトール　　　　　　　　　　　　　　　　　５０
　　　ヒドロキシエチルセルロース　　　　　　　　　　　　１
　　　増粘性シリカ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６
　　　サッカリンナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　０．１
　　　ラウリル硫酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　１．４
　　　研磨性シリカ　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５
　　　フッ化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２１
　　　香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
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　　　精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バランス  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００質量％
【００４３】
［実施例２］練り歯磨き
　　　グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５
　　　プロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　５
　　　エリスリトール　　　　　　　　　　　　　　　　　４５
　　　アルギニン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
　　　増粘性シリカ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７
　　　サッカリンナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　０．１
　　　ラウリル硫酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　１．４
　　　リン酸水素カルシウム　　　　　　　　　　　　　　１５
　　　モノフルオロリン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　０．７
　　　塩化ベンゼトニウム　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
　　　香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
　　　精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バランス  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００質量％
【００４４】
［実施例３］練り歯磨き
　　　グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５
　　　プロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　５
　　　エリスリトール　　　　　　　　　　　　　　　　　３５
　　　アルギン酸ナトリウム（Ｍ／Ｇ比１．３）　　　　　　０．５
　　　増粘性シリカ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７
　　　サッカリンナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　０．１
　　　ラウリル硫酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　１．４
　　　リン酸水素カルシウム　　　　　　　　　　　　　　１５
　　　モノフルオロリン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　０．７
　　　塩化ベンゼトニウム　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
　　　香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
　　　精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バランス  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００質量％
【００４５】
［実施例４］練り歯磨き
　　　グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５
　　　ポリエチレングリコール６００　　　　　　　　　　　５
　　　エリスリトール　　　　　　　　　　　　　　　　　４０
　　　リジン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．４
　　　アルギン酸ナトリウム（Ｍ／Ｇ比２．０）　　　　　　０．６
　　　増粘性シリカ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６
　　　サッカリンナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　０．１５
　　　ラウリル硫酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　１．５
　　　研磨性シリカ　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５
　　　フッ化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２１
　　　酢酸ｄｌ－α－トコフェロール　　　　　　　　　　　０．１
　　　香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
　　　精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バランス  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００質量％
【００４６】
［実施例５］液状歯磨き
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　　　ソルビット液　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０
　　　プロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　５
　　　エリスリトール　　　　　　　　　　　　　　　　　４０
　　　アルギン酸ナトリウム（Ｍ／Ｇ比０．７）　　　　　　０．４
　　　増粘性シリカ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
　　　サッカリンナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　０．１５
　　　ラウリル硫酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　１．２
　　　水酸化アルミニウム　　　　　　　　　　　　　　　２０
　　　モノフルオロリン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　０．７
　　　β－グリチルレチン酸　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
　　　香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．９
　　　精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バランス  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００質量％
【００４７】
［実施例６］洗口液
　　　エリスリトール　　　　　　　　　　　　　　　　　２０
　　　アルギニン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
　　　アルギン酸ナトリウム（Ｍ／Ｇ比１．３）　　　　　　０．１
　　　サッカリンナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　０．０２
　　　変性エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　１０
　　　ポリオキシエチレン（６０）硬化ヒマシ油　　　　　　１
　　　香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
　　　精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バランス  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００質量％
【００４８】
［実施例７］キャンディー
　　　水飴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０
　　　エリスリトール　　　　　　　　　　　　　　　　　３５
　　　リジン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
　　　アスパルテーム　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
　　　香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．８
　　　還元マルチトール　　　　　　　　　　　　　　　　バランス  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００質量％
【００４９】
［実施例８］チューインガム
　　　ガムベース　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０
　　　ブドウ糖　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０
　　　エリスリトール　　　　　　　　　　　　　　　　　４０
　　　アルギン酸ナトリウム（Ｍ／Ｇ比２．２）　　　　　　０．２
　　　アルギニン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１５
　　　香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
　　　水飴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バランス  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００質量％
【００５０】
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【表４】

【００５１】
　表４に本発明に係るエリスリトール、アミノ酸、アルギン酸ナトリウム等が配合されて
いる各種口腔用組成物等の歯垢の形成の抑制効果を示した。表４に示したように、実施例
１の練り歯磨きでは、エリスリトールが配合されているため、歯垢の形成抑制効果が認め
られた。アミノ酸、アルギン酸ナトリウムをさらに含む実施例２～４の練り歯磨きでは、
極めて高い歯垢の形成抑制効果が認められた。また、実施例５の液状歯磨き、実施例６の
洗口液、実施例７のキャンディー、実施例８のチューインガムでは、エリスリトール、ア
ミノ酸、アルギン酸ナトリウムが配合されているため、極めて高い歯垢の形成抑制を認め
た。
【００５２】
　一方、エリスリトール、アルギン酸ナトリウムを配合せず、アミノ酸のみを配合した比
較例１の練り歯磨き、また、エリスリトール、アミノ酸を配合せず、アルギン酸ナトリウ
ムのみを配合した比較例２の練り歯磨き、さらには、エリスリトール、アミノ酸、アルギ
ン酸ナトリウムが配合されていない比較例３～８の練り歯磨き、液状歯磨き、洗口液、キ
ャンディー、チューインガムでは、歯垢の形成抑制効果は認められなかった。



(12) JP 4709735 B2 2011.6.22

10

20

30

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   Ａ２３Ｇ   3/34     (2006.01)           Ａ２３Ｇ   3/00    １０１　          　　　　　
   Ａ２３Ｇ   4/00     (2006.01)           Ａ２３Ｇ   3/30    　　　　          　　　　　

(74)代理人  100111028
            弁理士　山本　博人
(72)発明者  加藤　和彦
            東京都墨田区文花２－１－３　花王株式会社研究所内
(72)発明者  矢納　義高
            東京都墨田区文花２－１－３　花王株式会社研究所内
(72)発明者  茅根　滋人
            東京都墨田区文花２－１－３　花王株式会社研究所内

    審査官  ▲高▼岡　裕美

(56)参考文献  特開昭５３－０２６３３１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０３－２６１７１７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０６－０８０５４３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平１０－０３３１３８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０００－２２９８２３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０００－３４４６４１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開昭５５－０３４０９８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００１－１４９３８８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００３－１７１２９２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０００－０６３２６８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０１－２１３２２２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０４－０３６２２８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－００８５７９（ＪＰ，Ａ）　　　
              International Jounal of Cosmetic Science，24，pp.225-234，(2002)
              口腔衛生学会雑誌，38，pp.590-591，(1988)

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ６１Ｋ　　　８／００－８／９９　　　　
              Ａ２３Ｇ　　　３／３４　　　　
              Ａ２３Ｇ　　　４／００　　　　
              Ａ６１Ｑ　　　１／００－９９／００　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	overflow

